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一

　
官
吏
、
教
師
、
商
人
と
し
て
の
兆
民
先
生
は
、
必
ず
し
も
企
及
す
べ
か
ら
ざ
る
者
で
は
な
い
。
議
員
、
新
聞

記
者
と
し
て
の
兆
民
先
生
も
、
亦
世
間
其
匹
を
見
出
す
こ
と
も
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
唯
り
文
士
と
し
て
の
兆
民

先
生
其
人
に
至
っ
て
は
、
実
に
明
治
当
代
の
最
も
偉
大
な
る
も
の
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
先
生
、
姓
は
中
江
、
名
は
篤
介
、
兆
民
は
其
号
、
弘
化
四
年
土
佐
高
知
に
生
れ
、
明
治
三
十
五
年
、
五
十
五

歳
を
以
て
東
京
に
歿
し
た
。

　
　
　
　
　
二

　
先
生
の
文
は
殆
ど
神
品
で
あ
っ
た
。
鬼
工
で
あ
っ
た
、
予
は
先
生
の
遺
稿
に
対
す
る
毎
に
、
未
だ
曽
て
一
唱

三
嘆
、
造
花
の
才
を
生
ず
る
の
甚
だ
奇
な
る
に
驚
か
ぬ
こ
と
は
な
い
。
殊
に
新
聞
紙
の
論
説
の
如
き
は
奇
想
湧

く
が
如
く
、
運
筆
飛
ぶ
が
如
く
、
一
気
に
揮
洒
し
去
っ
て
多
く
改
竄
し
な
か
っ
た
に
拘
ら
ず
、
字
句
軒
昂
し
て

天
馬
行
空
の
勢
い
が
あ
っ
た
。
其
一
例
を
示
せ
ば
、

　
　
　
我
日
本
国
の
帝
室
は
地
球
上
一
種
特
異
の
建
設
物
た
り
。
万
国
の
史
を
閲
読
す
る
も
此
の
如
き
建
設
物

　
　
は
一
個
も
有
る
こ
と
無
し
。
地
上
の
熱
度
漸
く
下
降
し
草
木
漸
く
萠
生
し
那
辺
箇
辺
の
流
潦
中
若
干
原
素
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の
偶
然
相
抱
合
し
て
蠢
々
然
た
る
肉
塊
を
造
出
し
、
日
照
し
風
乾
か
し
耳
目
啓
き
手
足
動
き
て
茲
に
乃
ち

　
　
人
類
な
る
者
の
初
て
成
立
せ
し
以
来
、
我
日
本
の
帝
室
は
常
に
現
在
し
て
一
回
も
跡
を
斂
め
た
る
こ
と
な

　
　
し
。
我
日
本
の
帝
室
は
開
闢
の
初
よ
り
尽
未
来
の
末
迄
縦
に
引
き
た
る
一
条
の
金
鉄
線
な
り
。
載
籍
以
来

　
　
の
昔
よ
り
今
日
並
に
今
後
迄
一
行
に
書
き
将

ち
去
る
べ
き
歴
史
の
本
項
な
り
。
初
生
の
人
類
よ
り
滴
々
血

　
　
液
を
伝
え
来
れ
る
地
球
上
譜
※
の
本
系
な
り
。
之
を
人
と
云
え
ば
人
な
り
。
之
を
神
と
云
え
ば
神
な
り
。

　
　
政
治
学
的
に
人
類
学
的
に
宇
内
の
最
も
貴
重
す
べ
き
一
大
古
物
な
り
。
上
無
始
に
溯
り
て
其
以
前
に
物
あ

　
　
る
こ
と
な
く
、
此
宇
内
の
最
も
貴
重
す
べ
き
古
物
を
し
て
常
に
鮮
美
清
麗
の
新
物
た
ら
し
め
、
下
無
終
に

　
　
延
き
て
其
以
後
の
物
有
る
こ
と
無
か
ら
し
む
る
こ
と
是
れ
豈
我
儕
日
本
人
民
の
至
頂
に
非
ず
や
。
其
至
頂

　
　
を
成
就
せ
ん
と
欲
せ
ば
如
何
。
皇
室
と
内
閣
と
別
物
た
ら
し
む
る
に
在
る
の
み
。

の
如
き
で
あ
る
。
東
雲
新
聞
、
政
倫
、
立
憲
自
由
新
聞
、
雑
誌
「
経
綸
」
「
百
零
一
」
等
は
実
に
此
種
の
金
玉

文
字
を
惜
し
気
も
な
く
撒
布
し
た
所
で
あ
っ
た
。
又
著
書
に
於
て
も
飄
逸
奇
突
を
極
め
て
居
る
の
は
「
三
酔
人

経
綸
問
答
」
の
一
篇
で
あ
る
。
此
書
や
先
生
の
人
物
思
想
、
本
領
を
併
せ
得
て
十
二
分
に
活
躍
せ
し
め
て
居
る

の
み
な
ら
ず
、
寸
鉄
人
を
殺
す
の
警
句
、
冷
罵
、
骨
を
刺
す
の
妙
語
、
紙
上
に
相
踵
ぎ
、
殆
ど
応
接
に
遑
ま
あ

ら
ぬ
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
三
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併
し
先
生
自
身
は
、
単
に
才
気
に
任
せ
て
揮
洒
し
去
る
の
に
満
足
し
て
は
居
な
か
っ
た
。
自
分
が
作
る
所
の

日
々
の
新
聞
論
説
は
単
に
漫
言
放
言
で
あ
っ
て
決
し
て
、
文
章
と
い
う
べ
き
者
で
は
な
い
と
言
い
、
予
が
「
三

酔
人
」
の
文
字
を
歎
美
す
る
に
対
し
て
は
、
彼
の
書
は
一
時
の
遊
戯
文
字
で
甚
だ
稚
気
が
あ
る
。
詰
ら
ぬ
物
だ
。

と
謙
遜
し
て
居
た
。
然
り
、
先
生
は
其
気
、
其
才
、
彼
が
如
き
に
拘
ら
ず
、
文
章
に
対
し
て
は
寧
ろ
頗
る
忠
実

謹
厳
の
人
で
あ
っ
た
。

　
先
生
は
常
に
曰
っ
た
。
日
本
の
文
字
は
漢
字
で
あ
る
。
日
本
の
文
章
は
漢
文
崩
し
で
あ
る
。
漢
字
の
用
法
を

知
ら
な
い
で
文
字
の
書
け
る
筈
は
な
い
。
飜
訳
な
ど
を
す
る
も
の
が
、
勝
手
に
粗
末
な
熟
語
を
拵
え
る
の
は
読

む
に
堪
え
ぬ
。
是
等
は
実
に
適
当
な
訳
語
が
無
い
で
は
な
い
。
漢
文
の
素
養
が
な
い
の
で
知
ら
な
い
の
だ
云
々
。

先
生
は
実
に
仏
蘭
西
学
の
大
家
た
る
の
み
で
な
く
、
亦
漢
学
の
大
家
と
し
て
諸
子
百
家
窺
わ
ざ
る
は
な
か
っ
た
。

西
洋
か
ら
帰
っ
て
仏
学
塾
を
開
き
子
弟
を
教
授
し
て
居
た
後
ま
で
も
、
更
に
松
岡
甕
谷
先
生
の
門
に
入
っ
て
漢

文
を
作
る
こ
と
を
学
ん
で
怠
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
故
に
其
飜
訳
で
も
著
作
で
も
、
一
字
一
語
皆
出
処
が
あ
っ
て
、
決
し
て
杜
撰
な
も
の
で
は
無
か
っ
た
。
彼
の

「
維
氏
美
学
」
の
如
き
、
「
理
学
沿
革
史
」
の
如
き
飜
訳
で
も
、
少
し
も
直
訳
の
臭
味
と
硬
澁
の
処
と
を
存
し

な
い
。
文
章
流
暢
、
意
義
明
瞭
で
殆
ど
唐
宋
の
古
文
を
読
む
が
如
き
思
い
が
あ
る
。

　
　
　
抑
も
芸
術
の
物
た
る
其
由
て
居
る
所
果
し
て
、
安
く
に
在
る
哉
。
蓋
し
吾
人
情
性
皆
悩
中
一
種
の
構
造

　
　
に
繋
る
者
に
し
て
其
庶
物
の
観
に
於
け
る
や
嗜
む
所
あ
り
嗜
ま
ざ
る
所
有
り
。
而
し
て
庶
物
の
形
状
声
音

　
　
是
の
如
く
其
れ
蕃
庶
な
り
と
雖
も
之
を
要
す
る
に
二
種
を
出
で
ず
。
即
ち
形
態
は
人
目
を
怡
ま
し
む
る
者
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に
し
て
其
数
万
殊
な
る
も
竟
に
は
線
条
の
相
錯
わ
れ
る
と
色
釆
の
相
雑
わ
れ
る
と
に
外
な
ら
ず
。
声
音
は

　
　
人
耳
も
怡
ま
し
む
る
者
に
し
て
其
の
種
は
千
差
万
別
な
る
も
竟
に
亦
抑
揚
下
緩
急
疾
徐
の
相
調
和
す
る
に

　
　
外
な
ら
ず
。

　
是
れ
維
氏
美
学
の
一
節
で
あ
る
。
近
時
諸
種
の
訳
書
に
比
較
し
て
見
よ
。
如
何
に
其
漢
文
に
老
け
た
る
歟
が

分
る
で
は
な
い
乎
。
而
し
て
其
著
「
理
学
鈎
玄
」
は
先
生
が
哲
学
上
の
用
語
に
就
て
非
常
の
苦
心
を
費
し
た
も

の
で
「
革
命
前
仏
蘭
西
二
世
紀
事
」
は
其
記
事
文
の
尤
も
精
采
あ
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
先
生
は
殊
に
記
事

文
を
重
ん
じ
た
。
先
生
曰
く
、
事
を
紀
し
て
読
者
を
し
て
見
る
が
如
く
な
ら
し
む
る
は
至
難
の
業
で
あ
る
。
若

し
能
く
記
事
の
文
に
長
ず
れ
ば
往
く
と
し
て
可
な
ら
ざ
る
な
し
で
あ
る
と
。
蓋
し
岡
松
先
生
の
教
に
従
っ
た
の

で
あ
る
。
今
先
生
の
記
事
文
の
一
節
を
掲
げ
よ
う
。

　
　
　
一
日
ル
ソ
ー
歩
し
て
ワ
ン
セ
ン
ヌ
に
赴
く
。
偶
ま
中
路
暑
に
苦
み
樹
下
に
憩
い
携
う
る
所
の
一
新
聞
紙

　
　
を
披
い
て
之
を
閲
す
る
に
、
中
に
載
す
る
有
り
チ
シ
ヨ
ン
の
博
士
会
一
文
題
を
発
し
賞
を
懸
け
て
能
く
応

　
　
ず
る
者
あ
る
を
募
る
。
其
題
に
曰
く
学
術
技
科
の
進
闡
せ
し
を
ば
人
の
心
術
風
俗
に
於
て
益
有
り
し
と
為

　
　
す
乎
将
た
害
あ
り
し
と
為
す
乎
と
ル
ー
ソ
ー
之
を
読
み
て
神
気
俄
に
旺
盛
し
、
意
思
頓
に
激
揚
し
自
ら
肺

　
　
腸
の
一
変
し
て
別
人
と
成
り
し
を
覚
え
、
殆
ど
飛
游
し
て
新
世
界
に
跳
入
せ
し
が
如
し
。
因
て
急
に
鉛
筆

　
　
を
執
り
フ
ァ
プ
リ
シ
ュ
ー
ス
の
一
段
を
草
し
て
之
を
懐
に
し
既
に
ワ
ン
セ
ン
ヌ
に
至
り
ジ
デ
ロ
ー
を
見
る

　
　
も
猶
お
去
気
奪
湧
し
血
脈
狡
憤
し
て
自
ら
安
ん
ず
る
こ
と
能
わ
ず
。
ジ
デ
ロ
ー
一
誦
し
て
善
し
と
勧
め
て

　
　
更
に
敷
演
し
て
一
論
を
完
結
せ
し
む
。
ル
ー
ソ
ー
其
言
に
従
う
所
謂
非
開
化
論
な
り
。
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而
し
て
先
生
は
古
今
の
記
事
文
中
、
漢
文
に
於
て
は
史
記
、
邦
文
で
は
「
近
松
」
洋
文
で
は
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル

の
「
シ
ヤ
ル
・
十
二
世
」
を
激
賞
し
て
居
た
。

　
　
　
　
　
四

　
先
生
の
文
章
は
其
売
れ
高
よ
り
言
え
ば
決
し
て
偉
大
な
る
者
で
は
な
か
っ
た
。
先
生
の
多
く
の
著
訳
書
中
、

其
所
謂
「
生
前
の
遺
稿
」
な
る
「
一
年
有
半
」
及
び
「
続
一
年
有
半
」
が
翼
な
く
し
て
飛
ん
だ
外
は
、
殆
ど
売

れ
た
と
い
う
程
の
者
は
な
い
。
彼
の
「
一
年
有
半
」
「
続
一
年
有
半
」
す
ら
も
、
若
し
死
に
瀕
し
て
の
著
作
で

な
か
っ
た
な
ら
ば
、
ア
ノ
十
分
の
一
も
売
れ
な
か
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
。

　
先
生
の
文
章
は
当
世
に
売
ら
ん
が
為
め
に
は
、
寧
ろ
余
り
に
高
過
ぎ
た
。
先
生
の
文
章
は
曽
て
世
間
と
伴
わ

な
っ
た
。
曽
て
世
間
に
媚
び
な
か
っ
た
。
常
に
世
間
に
一
歩
を
先
ん
じ
た
。
先
生
の
文
章
は
先
生
の
至
誠
至
忠

の
人
格
の
発
露
で
あ
っ
た
。
是
れ
先
生
の
文
章
の
常
に
真
気
惻
々
人
を
動
か
す
所
以
で
あ
っ
て
、
而
も
陽
春
白

雪
利
す
る
者
少
き
所
以
で
あ
る
。
而
し
て
単
に
其
文
字
か
ら
言
っ
て
も
、
漢
文
の
趣
味
の
十
分
に
解
せ
ら
れ
な

い
今
日
に
於
て
、
多
数
人
士
の
愛
読
す
る
所
と
な
ら
ぬ
は
当
然
で
あ
る
。
先
生
「
一
年
有
半
」
中
に
、

　
　
　
夫
文
人
の
苦
心
は
古
人
の
後
に
生
れ
古
人
開
拓
の
田
地
の
外
、
別
に
播
種
し
別
に
刈
穫
せ
ん
と
慾
す
る

　
　
所
の
処
に
存
す
。
韓
退
之
所
謂
務
去
陳
言
戞
々
乎
其
難
哉
と
は
正
に
此
謂
い
な
り
、
若
し
古
人
の
意
を
蹋

　
　
襲
し
て
即
ち
古
人
の
田
地
の
種
獲
せ
ば
是
れ
剽
盗
の
み
。
李
白
杜
甫
韓
柳
の
徒
何
ぞ
曽
て
古
今
を
襲
わ
ん
。
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独
り
漢
文
学
然
る
に
非
ず
。
英
の
シ
エ
ク
ス
ピ
ー
ル
や
ミ
ル
ト
ン
や
仏
の
パ
ス
カ
ル
や
コ
ル
ネ
イ
ユ
や
皆

　
　
別
に
機
軸
を
出
さ
ざ
る
莫
し
。
然
ら
ず
ん
ば
何
の
尊
ぶ
可
き
こ
と
か
之
れ
有
ら
ん
。

　
記
し
て
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
平
生
予
に
向
っ
て
も
昔
し
蘇
東
坡
は
極
力
孟
子
の
文
を
学
び
、
竟
に
孟
子
以
外

に
一
家
を
成
す
に
至
っ
た
。
若
し
お
前
が
私
の
文
を
学
ん
で
、
私
の
文
に
似
て
居
る
間
は
私
以
上
に
出
る
こ
と

は
出
来
な
い
。
誰
で
も
前
人
以
外
に
新
機
軸
を
出
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
誨
え
ら
れ
た
。
先
生
の
文
章
に
於
け
る
や
、

苦
心
常
に
此
如
き
も
の
が
あ
っ
た
。
先
生
の
文
は
決
し
て
売
ら
ん
が
た
め
に
作
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
其
売

れ
る
売
れ
な
い
と
は
毫
も
文
士
と
し
て
先
生
の
偉
大
を
損
す
る
に
足
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
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